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本文P.340の「操作手順②GPS情報から地図上の座標情報への変換」では、GPSデータを含
むメールをMemoMailerオブジェクトで加工してから保存しています。しかし一般論としては、
生データをデータベースへ格納し、利用前に加工する方法のほうがベターです。
たとえば、ここではGPS情報から取り出した経緯度の測地系を変換していますが、仮に地図
サービスが元の測地系をサポートするように変わった場合、元の情報に戻せなくなります（特
にここでは変換誤差があるためです）。同様によりよい変換アルゴリズムを実装した場合、すで
にデータベースへ格納した分についてはその実装の恩恵を得られません。

したがって、よりよいデザインとしては、MemoMailerオブジェクトは抽出や変換をせずに
受け取った情報をそのままlocationカラムへ格納し、Memoオブジェクトがlocation属性の読
み取り要求時に抽出変換するべきです。
一方、この方針に対する反論として、「加工に時間や処理負荷がかかる場合は1度で済む格納
前の加工のほうが効率的だ」というものがあります。これはシステムによっては正しい考えで
す。また代案として、元データと加工後データの双方を持つという方法や、処理負荷がかかって
も時間がかからない加工であれば、初回読み出し時に加工した結果をキャッシュするという方
法もあります。
ここでは、このような理由ではなく、単純に読者の携帯メールでのGPS情報がどのような形
式で貼り付けられるか不明なため、最初に統一的な格納形式にしてしまうことで、後の処理と
つなげやすくすることが目的で、紹介したような格納方法を選んでいます。
したがって、手順②の表明と手順③の実装については、お使いの携帯のGPS情報のフォーマ
ットに合わせて表明を追加したり、実装を変えてください。
なお、location属性の読み取り要求時に加工が行えるという点からも、モデル（ここでは

Memoオブジェクト）の存在意義がわかります。利用者が加工するように設計すると、利用者
や利用個所が複数になったとき、それぞれに異なる加工処理が実装されてDRY原則が破られる
といった事態が生じやすくなります。この場合、DRY原則うんぬんよりも、加工方法の分散が
単純にバグや仕様反映ミスの元となる点が問題です（だからこそのDRY原則とも言えます）。
それに対して、モデルオブジェクトが加工を引き受けることで、利用者に対する一元的なアク
セスポイントを提供すればそのような問題は原則的に発生しません。

加工してから格納するか、利用前に加工するか
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